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審査基準 

（代替ジェット燃料事業・廃油リサイクル事業） 

 

１．審査基準の考え方 

応募事案の審査を行うため、事業の目的との整合性、事業の適格性・計画性・合理

性、事業者適格性、事業の効果などを審査基準の項目として設定する。 

 

２．審査の項目 

（３）廃棄物等バイオマスを用いた省 CO2型ジェット燃料又はジェット燃料原料製

造・社会実装化実証事業 

① 代替素材の普及可能量 

② 代替素材普及に対する課題の解消度 

③ 事業化・普及見込み 

④ エネルギー起源 CO2排出削減量等環境負荷の低減 

⑤ 事業計画・スケジュール 

⑥ 経費の妥当性 

⑦ 実施体制 

⑧ 組織のカーボンニュートラル実現に向けた取組 

 

（４）廃油のリサイクルプロセス構築・省 CO2化実証事業 

① リサイクル製品の普及可能量 

② リサイクルプロセス構築に対する課題の解消度 

③ 事業化・普及見込み 

④ エネルギー起源 CO2排出削減量等環境負荷の低減 

⑤ 事業計画・スケジュール 

⑥ 経費の妥当性 

⑦ 実施体制 

⑧ 組織のカーボンニュートラル実現に向けた取組 
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３．審査基準 

（３）廃棄物等バイオマスを用いた省 CO2 型ジェット燃料又はジェット燃料原料製

造・社会実装化実証事業 

審査項目 審査の観点 
得点配分 

（係数） 

①代替素材の普

及可能量 

○廃棄物等バイオマスの供給可能量を考慮し、社会

実装段階において、化石由来資源のうちどの程度

を代替素材に置き換えることができるか。 

１０ 

（２．５） 

②代替素材普及

に対する課題

の解消度 

○代替素材への移行、普及のボトルネックとなっている課

題を的確に把握しているか。 

○上記課題に対する解決策が明確に示されているか。 

○技術実証によって、上記課題がどの程度解消されるか。 

１０ 

（２．５） 

③事業化・普及

見込み 

○価格競合性・収益性、燃料規格への適合性、安定

的な原料確保、燃料原料については燃料製造の見

通しなど、実証事業終了後の事業化及びその後の

普及の確度がどの程度あるか。 

○事業実施者が自ら事業化・普及を行うことができ

るか。事業化のための資本計画や実現に向けた構

想があるか。 

１５ 

（３．７５） 

④エネルギー起

源 CO2 排出削

減量等環境負

荷の低減 

○a)化石由来ジェット燃料、及び b) 既存のバイオジ

ェット燃料又は燃料原料の両方と比較して、社会実

装によって実現されるエネルギー起源 CO2排出量の

削減効果、循環資源の循環的な利用の促進効果、そ

の他の環境影響の低減効果がどの程度見込まれる

か。 

○上記環境影響低減量に係る評価方法が妥当か。 

１５ 

（３．７５） 

⑤事業計画・ス

ケジュール 

○事業の計画・スケジュールが具体的であり、かつ

実証内容や目標に対して妥当なものであるか。 

１０ 

（２．５） 

⑥経費の妥当性 
○当該事業に係る経費算出は、事業成果との比較で

妥当なものか。 

１０ 

（２．５） 

⑦実施体制 

〇主担当者が実証に取り組むに必要な能力や経験を有

し、適切なマネジメントが見込まれるか。 

〇事業実施者や共同事業者が実証に取り組めるだけの経

営基盤や技術開発力等の技術基盤を有しているか。 

〇直近３年間、税の滞納がないこと。 

２０ 

（５） 

⑧組織のカーボ

ンニュートラ

ル実現に向け

た取組 

○2050 年又はそれ以前のカーボンニュートラル達成

など、温室効果ガスの排出削減目標を設定している

か。 

○デコ活に関する取組を行っているか。 

○エコ・ファースト認定を受けているか。 

１０ 

（２．５） 

合計 １００ 

・採点は各項目につき、４点、３点、２点、１点、０点の５段階評価とする。 

・各項目の点数に係数を乗じて合計点を算出する。 

・満点は１００点とする。 
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（４）廃油のリサイクルプロセス構築・省 CO2化実証事業 

審査項目 審査の観点 
得点配分 

（係数） 

①リサイクル製

品の普及可能

量 

○廃油の回収可能量を考慮し、社会実装段階にお

いて、鉱物油のうちどの程度をリサイクル製品

に置き換えることができるか。 

１０ 

（２．５） 

②リサイクルプ

ロセス構築に

対する課題の

解消度 

○リサイクル製品への転換、普及のボトルネック

となっている課題を的確に把握しているか。 

○上記課題に対する解決策が明確に示されている

か。  

○技術実証によって、上記課題がどの程度解消さ

れるか。 

１０ 

（２．５） 

③事業化・普及見

込み 

○価格競合性・収益性、製品規格への適合性、安

定的な原料確保など、実証事業終了後の事業化

及びその後の普及の確度がどの程度あるか。 

○事業実施者が自ら事業化・普及を行うことがで

きるか。事業化のための資本計画や実現に向け

た構想があるか。 

１５ 

（３．７５） 

④エネルギー起

源 CO2 排出削減

量等環境負荷

の低減 

○a)鉱物油、及び b)既存の廃油リサイクル製品の

両方と比較して、リサイクルプロセス構築によ

って実現されるエネルギー起源 CO2 排出量の削

減効果、循環資源の循環的な利用の促進効果、

その他の環境影響の低減効果がどの程度見込ま

れるか。 

○上記環境影響低減量に係る評価方法が妥当か。 

１５ 

（３．７５） 

⑤事業計画・スケ

ジュール 

○事業の計画・スケジュールが具体的であり、か

つ実証内容や目標に対して妥当なものである

か。 

１０ 

（２．５） 

⑥経費の妥当性 
○当該事業に係る経費算出は、事業成果との比較

で妥当なものか。 

１０ 

（２．５） 

⑦実施体制 

〇主担当者が実証に取り組むに必要な能力や経験

を有し、適切なマネジメントが見込まれるか。 

○事業実施者や共同実施者が実証に取り組めるだ

けの経営基盤や技術開発力等の技術基盤を有し

ているか。 

○直近３年間、税の滞納がないこと。 

２０ 

（５） 

⑧組織のカーボ

ンニュートラ

ル実現に向け

た取組 

○2050年又はそれ以前のカーボンニュートラル達

成など、温室効果ガスの排出削減目標を設定し

ているか。 

○デコ活に関する取組を行っているか。 

○エコ・ファースト認定を受けているか。 

１０ 

（２．５） 

合計 １００ 

・採点は各項目につき、４点、３点、２点、１点、０点の５段階評価とする。 

・各項目の点数に係数を乗じて合計点を算出する。 

・満点は１００点とする。 
 


